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 メガプラットフォーム戦略が自動車業界に及ぼす影響 
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 日系完成車メーカーは近年、価格競争

の激化や先進技術開発の負担増加を受け

て、メガプラットフォーム戦略を推進す

る方針を打ち出しています。こうした取

り組みは部品サプライヤーを含めた自動

車業界全体の構造を大きく変えていく可

能性があり、今後の動向が注目されます。 

 
メガプラットフォーム戦略の現状 

 

メガプラットフォーム戦略とは、①長

期の商品計画に基づく車台（車両下部の

骨格構造）の開発、および同一車両セグ

メント内での車台の統合と部品共通化、

②車両セグメントを越えた部品共通化な

どを指し、広義には車台をいくつかの部

品の集合体（モジュール）に分けること

でさらに効率化を図る取り組みなども含

みます。 

従来、先進国が自動車需要の中心であ

ったうえ、次世代自動車の導入を迫られ

るほどの環境規制の強化も生じなかった

こともあり、完成車メーカーは研究開発

費の多くを車台の開発に投じ、車種ごと

に異なる車台や部品を採用しつつ他社と

の製品の差別化を図ってきた経緯があり

ます。 

しかしながら、近年完成車メーカーは、

①過剰生産能力を背景とした価格競争の

激化、②車種の多様化に伴う開発段階で

の品質確認負担の増加、③各種規制の強

化に伴う開発費用の増加・開発人員の不

足といった問題に直面しています。 
こうした背景から、完成車メーカーは

開発負担の軽減や設備投資の抑制、部品

の購買費用の削減などを目的としてメガ

プラットフォーム戦略を進めています。 

なかでも大手欧州系メーカーはメガプ

ラットフォーム戦略の推進で先行してお

り、車台当たりやエンジン当たりの販売

台数はここ数年で増加しています。さら

に足元では車台のモジュール化も進めつ

つ、一段のコスト削減に取り組んでいま

す。また、日系メーカー各社も車台の統

合や部品共通化に注力しており、欧州メ

ーカーが進めている車台のモジュール化

に取り組む動きも出てきています。 

メガプラットフォーム戦略を進める際

の課題としては、①製品面では、主要部

品の絞り込みにより車種の特性が発揮し

にくくなるほか、統合された車台が将来

的に時流に合わなくなる可能性があるこ

と、②販売面では、製品声価の悪化が販

売に与える影響が大きくなること、③コ

スト面では、仮にリコールが発生した場

合、対策費用が従来以上に増加する懸念

があること、などが挙げられます。 
これらの課題を踏まえ、完成車メーカ

ー各社は、①より多くの部品の組み合わ

せを可能にすべく設計を見直し、仕様の

多様性を確保すること、②現地ニーズに

適した機能やデザインの提供・品質チェ

ック体制を充実させること、などの対応

を進めています。 
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図表１ メガプラットフォーム戦略 
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部品サプライヤーへの影響 

 
メガプラットフォーム戦略の推進によ

り、完成車メーカーは車種の特性や意匠

性への影響が少ない部品を中心に、車種

や地域を跨いだ一括発注へ移行し部品の

共通化を進めつつ、部品サプライヤーに

対しては今まで以上の原価低減要請を行

っていくとみられます。そのため、部品

の種類によっては部品サプライヤー１社

への発注量は十万台単位から百万台単位

に拡大することに加え、共通化の対象と

なった部品に対して従前比▲数十％の値

下げを求めてくる可能性も少なくないと

言われています。 
こうした状況下、今後はグローバルに

生産拠点を有し、かつスケールメリット

によるコスト削減が可能な大手部品サプ

ライヤーへ発注が徐々に集約されていく

可能性があります。 
加えて、日本の自動車産業の特性であ

る系列での協業体制への影響も懸念され

ます。これまで日系完成車メーカーは品

質向上やコスト削減を徹底すべく、車種

ごとに開発の初期段階から部品サプライ

ヤーとすり合わせを重ねてきた経緯があ

り、これが欧米系サプライヤーの参入障

壁となっていました。しかしながら、メ

ガプラットフォーム戦略が進めば、構成

部品は一定の規格下で設計されることと

なり、これまでのように車種ごとに頻繁

なすり合わせを行う必要がなくなる可能

性もあることから、相応の技術力を有す

る大手欧米系サプライヤーに発注が流れ

るリスクが高まるとみられます。 

 

 

今後の展望 

 
こうした事業環境の大幅な転換局面を

前に、サプライヤー各社は、①競争力の

高い製品群への選択と集中、②生産拠点

網の拡充や生産能力の増強などを中心と

したグローバルな生産体制の再構築、③

設計・材料の見直しを含めた抜本的な原

価低減、④受注数量の安定化を狙った顧

客基盤の拡充、などを進めていく必要が

あるとみられます。 
もっとも、自社の経営資源のみではこ

れらの課題への対応が難しい場合は、大

規模発注への対応や調達力の強化、生産

地域の補完などを目的とした同業他社と

のアライアンスや M&A を検討していく

ことも必要となり、すでにいくつかの部

品サプライヤーは円高を追い風とした欧

州メーカーの買収といった戦略を進めて

います。今後も、完成車メーカーを中心

としたメガプラットフォームの本格導入

に伴いさらなるサプライヤーの戦略転換

が進むことも想定され、グローバルベー

スで加速するとみられる業界再編の行方

が注目されます。（木村） 
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図表２ 部品サプライヤーの戦略の方向性 
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